
人工呼吸・ 10巻2号

喫煙が咳反射および呼吸機能に及ぼす影響

244 

B-29 

熊本大学医学部麻酔科本熊本大学医学部附属病院救急部集中治境部、

岡元和文

ではV50が非哩煙欝に比し有意に低下していた。

このことは対象年歯劫沼契煙君津32.9::!::8. 8、

非喫煙群30. 6::!::6. 1と比較的若かったに

もかかわらず、喫煙による末梢気道障害がみら

れるほど、の影響を喫煙で、受けていたことを示唆

する。このような若く健康な男性において、今

回喫煙群で咳闇値が高いことが示された。我々

が日常遭遇するたとえば食道癌術後の患者の呼

吸管理、ベンチレーターからの離脱、抜管など

はもっと高齢で、気管周囲の郭清をうけた条件

で行わなければならず、咳反射の低下は重要な

問題である。今後人工呼眠中の患者において喫

煙歴がどの程度人工呼吸離脱や肺合併症に影響

するか検討していきたい。

【結論】哩煙者はクエン酸誘発咳闇値が非

喫煙者に比べ高く、咳反射が減弱していること

が示された。
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【目的】人工呼吸からの離脱にあたっては

正常な気道の防御機能が維持されていることが

望ま しい。咳反射もその一つであり、咳反射の

程度は疲の排出を介して人工呼股離脱の成否に

大きく影響してくる。 ICUにおいて、人工呼

吸中の患者で他の呼吸機能、酸素化能には問題

がないのに咳反射が誠弱しているために、抜管

が遅れることをしばしば経験する。我々は経験

的に患者の喫煙歴と咳反射の減弱とが関係ある

のでははいかと考えた。そこで、今回は健康成

人ボランティアで喫煙歴と肱反射との関係につ

いて、咳闇値を制定して検討した。また、呼吸

機能に及ぼす影響についても検討した。

【方法】対象は、 21才から 54才までの

健康な男性で喫煙群 (S群) 1 7名、非喫煙群

(N群) 1 7名の計34名であった。 喫煙者の
喫煙歴は20年以上4名、 10年以上8名、 3

年以上5名であった。 14名が1日に20本以
上吸っていた。全例にスパイロメータによる呼

吸機能検査と、咳闘値潰11定を行った。咳闇値掴IJ

定には、 Oから36%までのクエン酸溶解植を

低濃度よりネブライザーで吸入させ、 1分間に

5回以上の咳がみられたときの薬剤濃度を闇値

とLtこ。

【結果】両群閣で年齢、体重、身長に有意

差はなかった。呼吸機能検査では%VC、%F

VC、FEV¥o%、V2dこ有意差はなかった。

V 50でS群3. 81::!::0. 98、N群4.72 

::!:: 1. 22とS群が有意に低下していた (p<

o. 05)。咳闘値では闇値クエン酸濃度の対
数値がS群1. 729::!::0. 389、N群1.

328士O. 386とS群が有意に高かった(

P<O. 005)。
【考察】喫煙は気道過敏性を冗進させ、 気

道炎症を引き起こし、↑割注の気道閉塞の原因に

なることが知られている。今回の我々の哩煙群
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